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新たな絆の結び直しをめざして
｢地域のちから推進部｣を創設

単身世帯の増加、 地域コミュニティの衰退、 家庭内の人間関係の希薄化が社会問題と
なっています。 その一方で、 当区では防犯活動や美化活動といったビューティフル ･ウ
ィンドウズ運動が徐々に広がりを見せ、人と人、行政と地域をつなぐ要として機能し始
めています。

足立区は ｢絆の結び直し｣ をテーマに、 希薄化した人と人のつながりや地域の絆を結
び直し、 区民が生きがいと誇りを持てる地域社会の基盤づくりを目的に専管組織を創設
します。

　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　

･ 一人暮らしで誰とも付き合いのない高齢者や相談相手のいない子育て世代など、 薄れ
ゆく絆がもたらす様々な問題が地域に顕在化しています。

･高齢者の単身世帯増加
. - - . 議 ･地域課題への対応力低下

.町会.自治会の加入率低下 幽げ.活動の担い手･リーダー人材などの不足
･活動に必要な実践的ノウハウの不足
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E 師震一‐ね詔ばの蹄圃霞耶三.11 1蹄捗国頭班覇囲一聖霊玉顫鱒離護割殿

学びの場で交流を育み、 ネットワークを広げ、 さらにはボランティア活動などの地域活
動につなげていくM 地域のちから推進部を中心に、立場や分野を超えた新たな絆で地域力
を高め、 地域の実情や住民ニーズに応じた総合的な事業を展開していきます。

ノ 単身世帯 ＼
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aつの柱に着手
高齢者等を支える諸団体との連携強化

地域を支える新たな人材の育成 ･活躍の場の提供

地域とつながりのない著者の実態把握

新たな絆で地域力を高める

地域の絆を縮窓コー崩ィネーター

民生･児童壊員
ボランティア等

　　　　　

町会･自治会活動
区民事難所
区内に,7h所

　　　　　　　　

住区センタ-
区内に47ゎ荷

地域包括麦擢
センター

学び･つこいの搗
地震学習センター
区内に14 h所

- -弘# 囮 T ･コ鹿田韮･回田･11艷姫露地,再盛一朝露霊園I圏鱈粥囮“霧一団"国璽ロE輌菫"

地域の力を着実に育んでいくため、 町会 ･自治会、 N P O 等の協働支援、 住区施設など
の地域自治活動 ･地域コミュニティ推進に関する組織を地域のちから推進部に統合してい
くことを検討し、 平成 2 4 年度の組織に反映させていきます。

【問合せ先】政策経営部 政策課長 官本 博之
電話 (3 8 8 0 ) 5 8 1 1
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つながる ひろがる 足立の教育
幼児~ 学校~基礎~体験 学びをつなげます
小 1プロブレムへの対応や基礎学力の向上に結びつく就学前教育の実施、幼稚園 保 育

園 ･小学校の連携体制を整備するため、 現在区長部局に設置されている ｢子ども家庭部｣
を教育委員会に編入します。

幼児教育から学校教育へと切れ目のない施策を展開し、子どもたち一人ひとりが、 確か
な学力、豊かな心、健やかな体、さらには社会性や公共性をも含め ｢たくましく生き抜く
力｣ を育んでいくことを目指します。

G I- - rZ 睾 盧 国 許 端 室 ‐
× 過 -

- !
｣ . - q ･　 　 　　 　 　 　　

就学を意識するとともに、子どもたちの持つ能力や可能性を大きく育てることを目指し、
様々な施策を展開して、幼児期における教育 (= 就学前教育) の充実を図っていきます。

足醜匿億幼児教育のトップリーダーとして、
自治体発の幼保一元化を進漉ます f!

2 区立認定こども園の開設

①幼児教育を一体的に展開 ①平成 2 4 年 4 月に 2 園開設 (幼児 ①小学校を意識した 5 歳児プログラ
②指導主事(教員が、教育的観点 教育の中核拠点) ムの策定 て偏ら
から区立保育園を巡回訪問 ※平成 1 6 年開設の幼保一元化 ②平成2 3年月封でデル実施と検証

煙り 醇函罐溝緋保鼎童認定こ 駆薹錮塾蜜鰯鷲賭
②研究成果を区内の幼児教育施設 園等にも働きかけ
に提供→区全体のレベルアップ ③足立っ子すくすくガイドの活用

① 生涯にわたる学びの基礎を培う(興味 ･関心 ･意欲等)
② 集中力がない 話 しを聞けないといった小 1 プロブレムを解決

　
　 　

園との連携強化〆

小学校への滑らかな移行を目指して、 職員及び ①移行期の幼児教育実践と預かり保育の
子どもの交流を深め相互理解を推進 拡充
①幼保小連携ブロック会議 ②早期就園(4年保育) に対する支援 新
②職員の交流研修 ③2 歳児親子を対象に、集団活動等を行う
③子どもたちの交流 未就園児教室を支援 新

【問合せ先】子ども家庭部 子ども家庭課長 市川 保夫
電話 (3 8 8 0 ) 5 O T 7
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【あだち小学生基礎学習教室】 1 0 4 , 6 1 5 千円 (P 1 2 )

基礎的 ･基本的な学力の定着と学習意欲の向上を図るため、民間教育事業者 (学習塾等)
を活用した補習教室を実施します。 < ｢あだち小学生基礎計算補習教室｣ から名称変更>

日数 ･内容等を拡充し、 7 ･ 8月の夏季休業中に行う学校の補充教室と連携しながら、
1年間を通した継続的な学習の場を提供していきます。

[対 象] 原則 3 . 4 年生 拡充ポ0テント

※ 2 2 年度は原則 4 年生 (5 ･ 6 年生は希望者) 【その 1 1

[実施期間] 春季 (5月 ~ 7 月)、 秋季 (9 月 ~ 1 2月)、
｢冬季｣の実施

冬季 (1月~ 3月) の土曜日、 平日放課後 【その2 1

[実施時間] 3 4 コマ (土曜日 1 6 コマ、 水曜日 1 8 コマ)
｢国語｣の新設

※ 1 コマは 5 0 分 【その 3 1

※ 2 2 年度は土曜 副こ2 2 コマ実施
｢平日放課後｣も実施

[内 容] 算数 (四則計算の基礎)、 国語 (漢字の書き取り)

[実 施 校] 全 7 2小学校

[参加児童] 2 , 1 6 0 名 (見込)

･水曜日放課後

,
騨 ば

平成22年度冬季モデル事業 (平成23年T月~ 3月)

･算数 (四則計算の基礎)、 国語 (漢字の書き取り)

ヲ 新たな方式でモデル実施中 ( 1 7 校)

シンボルキャラクター
｢すいーぬくん｣

【問合せ先】学校教育部 教育改革推進課長 増田 好範
電話 (3 8 8 0 ) 5 9 8 T
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【足立区子ども元気基金活用事業】 1 0 0 , 4 3 4 千円 (p 1 9 )

基金の活用により、 新たな学び、 体験 ･交流活動に対し、 活動費用を助成します。

対象活動は、主体性や自発性、創意工夫を引き出すため、学校長や 2 , 7 0 0 人の教員、
4 万 6 千人余の子どもたちから提案を募りました。

提案された対象活動が、子どもたちの経験として活かせる内容となっているか、 今後の
施策に活かせるような活動であるか等の視点で、 学識経験者を加えた審査会により選定し
ています。

平成 2 3 年度に助成対象となる予定の活動は以下のとおりです。 (現在も審査中)

■子どもたちからの提案

★高齢者施設でのお年寄りとの交流活動
(高齢者施設で介護体験や手作り作品のプレゼントをしてみたい)

★鋸南自然教室、日光自然教室プラス 1デイプラン
(2 泊 3 目の自然教室の体験活動充実により3 泊 4 日で実施したい)

★有名アスリートによる特別教室

(有名な陸上選手を呼んで、 競技の魅力や実技を教わりたい)

■学校や教員からの提案
★新潟県魚沼市での稲刈り体験

(自然教室の田植えだけでなく、稲刈りも経験させたい)
★中学生が小学生に理科の楽しさを教える活動

(理科実験を通して、小学校と中学校の交流を充実させたい)
★保育園 ･小学校 ･中学校連携による地域ぐるみの合同体験活動

(地域の保育園 ･小学校 ･中学校で、連携を深める取り組みをしたい)
★中学校演劇選抜プロジェクト

(演劇活動を通して表現力、 コミュニケーション能力を高めたい) など

[申請件数] 3 0 2 件 (学校 2 4 5 件、 教員や若手研鑽塾生 4 0 件、 児童 ･生徒 1 7 件)

[基金への積立額] 3 億円

[活用期間] 平成 2 3 年度 ~ 2 5年度の 3年間 (年間 1億円を上限)

【問合せ先】学校教育部 教育政策課 石居 聡
電話 (3 8 8 0 ) 5 9 6 T
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【保育サービス事業 (待機児童対策)】 2 , 7 4 2 , 6 2 0 千 円 (P 2 1 )

待機児の解消を図るとともに、 多様な保育需要に対応していきます。特に、待機児童の
9割が 3歳未満児であるため、低年齢児の待機児童の解消に取り組みます。また、 新たに
幼稚園の送迎ステーンヨン支援事業や区立認可外保育室の新設に取り組みます。

待 機 児 童 の 状 況

平 成22年4月

“寺

機
　　

　　　
3 (

6

人

平 成23年 1月

認
可
保
育
園
入
園
申
込
3
3
0
人

2 2年 度 中
保育定員等
3 7 0 人増
(目村醒冥4 0 5 人話皆)

【平成2 3 年度保育定数増加入数等一覧】

区 分
平成 23年 4月 1日

(人)

平成 24 年 4月 1日

(人)

定員増分

(人)

増加該当

施設数等

備考

認可保育園 9,046 (3 2 99) 8,867 (3,249) △179 (△50) △3 園 注 1

東京都認証保育所 1,004 (835) 11 02 (933) 98 (98) 4所
足立区認定保育室 37 (37) 0 (0) △37 (△37)

足立区小規模保育室 49 (49) 184 (184) 135 (135) 9室
区立認可外保育室 ‐ (- ) 62 (20) 62 (20) 1所
家庭福祉員 382 (382) 446 (446) 64 (64) 27 人
グループ保育室 15 (15) 15 (15) 0 (0)
あだち子育て応援隊 20 (20) 70 (70) 50 (50) 50 人

認定こども園 (私立) 205 (36) 225 (56) 20 (20) 1園

認定こども園 (区立) ‐ (- ) 258 (258) 258 (76) 3 園
合 計 10 7 58 (4,673) 11,229 (5 ,049) 471 (376)

※ (
※ 注 1

) 内は3歳未満児
認定こども園 (区立) へ定員数 2 2 3 人 (
認可保育園の定員数4 4 人 (2 6 人) の増。

認定こども園 (区立) へ定員数2 2 3 人 (7 6 人) が移行するための減。1 幅□÷平岡行商 コ
ノ l日1 a lr口 粁 JU′ 1認可保育園の定員数4 4 人 (2 6 人) の増。

【問合せ先】 子ども家庭部 待機児童対策副参事 高橋 徹
電話 (3 8 8 0 ) 6 2 3 7
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臨時的な支援から ｢成長と創造を促進する｣ 新たなステージへ前進し、 区民生活をさ
さえる雇用対策に重点を置き、緊急経済対策を総合的に進めます。

腿肺蟹潴由朧 - -C囮密蟹琵琶秀謡翠討- .1:瀝髯■婦醸-厩旛

●区内中小企業の経営革新 ･改善活動を支援します

ものづくり応援助成金 5 0 , 0 0 0 千円 新 知

産業展示会事業 1 2 , o o o 千円 新 会社案内等作成助成金

若年者対策 1 3 9 , 3 4 1 千円 3 0 0 名を超える対象者から一人でも多く正社員へ !

☆現役高校 3 年生 ･大学 4 年生向け ｢就職カアツプニ企業面接｣ 集中プログラム 1 6 0 人
高校生には基礎研修と直前対策、 大学生には直前対策、 実施後企業合同面接会

☆若者正社員就職サポートプログラム 5 0 人
社会人に必要な研修を実施し、紹介予定派遣から正規雇用に

☆既卒向け ｢就職カアツプニ企業面接｣ 集中プログラム 1 0 0 人

中高年対策
☆再就職支援セミナー

生活保護等対策

☆雇用支援連絡会議 (庁内) 設置
現に失業中、 非正規等雇用不安のある区民、
生活保護からの自立をめざす区民の支援

【問合せ先】 産業経済部 緊急経済対策副参事 飯塚 尚美
電話 (3 8 8 0 ) 5 1 8 2

　　　　　　　　臨時的支援の上をめざす緊急経済対策

ものづくり応援助成金 5 0 , 0 0 0 千円 新 知的財産権取得助成金 3 , o o o 千円 新

新たな事業展開や経営改善計画を行なう意欲的 企業の知的財産権の取得を支援します。◆な製造業企業を応援 は ず。
“嚢“蝨嚢

上限 9 0 万円の対象経費に対し 1/2 を限度 (4 5 万円)、
区内企業を活用した場合 2/3を限度 (6 0 万円) に助成

上限 6 0 万円対象経費の 1/2 を
限度 (3 0 万円) に助成

｢区内企業の販路拡大｣ ｢意欲的な中小企業の発
掘と育成｣ ｢地域住民への区内産業 P R ｣ を目的に
2 4 年度に実施する産業展示会に向けて、プレ展示
会を開催します。
※ 3 月 1 9 日に 1 0 0 人の ｢キックオフミーティング｣
を開催

会社案内等作成助成金 1 0 , 0 0 0 千
新

小規模事業者の会社案内冊子等の負担を軽
減します。 (1 0 万円限度)

儲費の1/2(1伽 ) 繃 蹴 癰
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あだちエコスタイル スタート
6 7 万人の一歩 始めます

【住宅用 L E D 照明普及促進事業】 5 0 , o o o 千円 (p 4 0 ) 都内初

より多くの区民の方が身近で手軽に取り組める環境行動として、省エネ効果の冒い L E
D 照明普及促進に取り組み、 温室効果ガスを削減、 1 0 0 人の一歩をさらに進めて ｢地球

にやさしい人のまち｣ の実現を目指します。

太陽光発電システム設置補助(H 2 3年度 年間 3 5 0 件)
｢平成 2 4 年度までに 1 , 5 0 0 件｣ の目標を

平成 2 2 年度中に達成する見込み 0 く〕〔こご〕
これにより

l これに加えて ー
年間約1,6 3 oトンのC 0

5 4 0 世帯分の排出量に相当

家庭用LE D照明の普及促進
H 2 3 年度 1 5 , 0 0 0 世帯 (5 % の普及率 U P ) を目指します。
※ 5ゞ 0 0 0 円分以上の L E D 電球の購入が確認できる領収書等と 3 , 0 0 0 円分の

区内共通商品券を交換

たとえば ･･･

1 世帯 3 個 x 1 5 , 0 0 0 世帯 = 4 5 , 0 0 0 個

の白熱電球を L E D 電球に交換すると

地球にもやさしい 家計にもやさしい
~ 電気代を大幅に削減~~ 温室効果ガスを大幅に削減~

C 0 2 年間約1 , 1世帯あたり

年間 約8 , 0 0 0 円
約 8 7 , 0 0 0 本のケヤキの木が
1 年間に吸収する C 0 2の量
(5 9 0 世帯分の排出量に相当)

【問合せ先】 環境部 温暖化対策課長 皆葉 英男
電話 (3 8 8 0 ) 5 9 3 5
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【街路灯の L E D 化】 1 5 3 , 1 3 7 千円 (P 3 9 )

L E D 街路灯は小型水銀灯と比較して、 電気使用量 約半分、 C 0 2排出量 約 5 0 % 削

減、 ランプ寿命 約 3 . 3 倍、維持管理費 約 3 0 % 削減が図れます。 区では、 既存の水銀灯

と比べて高効率で明るさも向上した L E D 街路灯への取り替えを行い、 より省エネでより

安心なまちづくりを進めていきます。

< 改修コスト> ※ 撤去費等含む

従来の小型水銀灯8 0 W 同クラスの L E D 灯

約1 2万円

･製品価格の低下

･取り付けアーム不要

･小型軽量化による取り

付け工事費低下

< 今後の改修計画>
平成 2 3 年度以降は、 毎年 2 , 0 0 0 灯を目標に ｢ L E D 化｣ を進めていきます。
(平成 2 2 年度末までの設置実績は 6 7 7 灯)

< 電気料金の削減効果>

平成 2 3 年度の設置完了後 (2 , 6 7 7 灯)、 翌年度の電気料金は、

周 約6 4 0万6 4 0万 削減できます。

さらに , . ･

足立区にある小型水銀灯 約3 0 , 0 0 0 灯 を L E D 化した場合、

間 約7 , 2 0 0 万
の電気料金削減が図れます。

【問合せ先】都市建設部 工事課長 増田 治行
電話 (3 8 8 0 ) 5 0 0 8
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･雌- gー竇ね風[-團脇型の野辯却竪潭覇橙朝詔蝿

【燃やさないごみ ･粗大ごみの資源化】 2 4 4 , 2 7 0 千円 (P 4 1 )

燃やさないごみの資源化は、 平成 2 2 年 4 月から区内 3 割の地域で開始し、 約 7 4 %

( 1 , 0 3 3 トンのうち 7 6 フ トン ※ 4 月から 1 2 月末の実績)の資源化に成功しました。

平成 2 3 年度は区内全域を対象に実施するとともに、金属 ･小型家電 ･電池などの資源
化対象品目に陶磁器もプラス、 実に、 燃やさないごみの ｢9 割｣ を資源化。 ｢粗大ごみ｣ の
資源化と合わせて 6 , 0 3 3 トン (H 2 1年度対比) のごみを減量します。

鴬こなれ 仁一索雫テド 秤彰↑丸亀縦詳 し垈-も講 論鞭撻鶏だ さ;ふま“を舩雑務 .- 蝋粂壗進一 {一塁、招ぜ凌轟き 蔚,すきずき # 富者a←;*を鱈なぜ
…会館を急, ぶ凶

,、遺愛の竇聽髭施設へ新型 , 資源化する民間事業者遷ぬ.

< 資源化フロー >

燃
や
さ
な
い
ご
み

　　　 　手選別、 破砕 ･分類

鰹筋 ･鉄骨-

-非鉄金属塊-
　　　　　 　　　　　　
　　　　　　 　　　
-陶磁器判 図圃

l圓髭露圃
　　　　　 　　

匝圃陵渣 (建築資材等) l

【問合せ先】 環境部 計画課長 川口 弘
電話 (3 8 8 0 ) 5 3 0 1

1 0



まちの安全点検
安全ブラス安心 危険から区民を守ります

　　 　 　 　 　　 　 　 　- -盟.踊闘陸蓬詳翌翌惣』囚E E- 註,琶己一理-- -理一涵Eヨ･ - - 1回国図●

建物の倒壊や外壁の落下など、老朽危険建築物が引き起こす不慮の事故から区民を守る
ための仕組みを整備します。居住の有無に関わらず、 老朽化した建築物からの危険を回避
する取り組みは全国的にもほとんど例がないため、 足立区独自の関連規定を整備し~ 行政
指導の範囲と内容を明確化します。

【実態把握調査1 2 0 , 2 6 5千円 当籤も建トニ
･区内全域を対象に外観目視による現地調査と安全パトロールの実施
･区立小学校の通学路を調査ルートに指定、 経年劣化が進んだ危険なブロック塀などを
確認

【安全対策指導】 6 0 0 千円

･実態把握調査により危険な建築物を発見した場合、 直ちに現場確認と所有者への安全
対策指導を実施

･実態把握調査の結果を ｢老朽危険建築物台帳｣ として整備、 継続して安全対策指導を
実施

･老朽化した建築物を適正に維持管理するための相談体制の充実

【緊急安全対策1 7 , o o o千円 当 篤 厚ヘニ
･老朽化が著しく近隣住民への危険が切迫している場合、仮囲いの設置など緊急安全措
置を行えるよう関連規定を整備

･建築行政を専門とする弁護士と顧問契約を結び、助言を得ながら課題を整理

さらに一歩、 その先へ

個人の財産である建築物に対して行政が直接安全対策を施すことは、たとえ危険部分の
応急的な除去であったとしても財産権の侵害を問われかねず大変難しいのが実情です。
借地 ･借家権、相続などの権利関係の整理、公費投入の是非、原因者の法的責任など様々

な事例研究を行い、 問題の根本的な解決に向けた事業モデルの構築を目指します。

【問合せ先】 都市建設部 建築調整課長 服部 仁
電話 (3 8 8 0 ) 5 9 4 5

1 1


